
※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで
行った。「宿泊旅行実施者の１回の旅行あたり平均宿
泊数」については14年度から集計方法を変更。そのた
め、※印部分の数値についてはそれ以前との比較はで
きない（13年度までの数値は参考値として掲載）

表1	 全国の宿泊旅行の実態
14年度15年度16年度 13年度 12年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）
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55.8 

5,354 

2.71 

14,505 

1.61 

23,445 

各年10月1日現在
人口推計（万人）

×
9,520 

56.9 

5,420 

2.79 

15,110 
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図1	 旅行1回あたりの平均宿泊数
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※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値（単価）を推計し、 性・年代別・手配方法（個人、パック）別に費用総額を算
出 ※宿泊1回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的 に推計し、総額を算出
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図3	 宿泊旅行にかけられた費用総額
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個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
6兆551億円（85.4％）

パック旅行
1兆327億円（14.6％）

宿泊費
2兆572億円（29.0％）

交通費
1兆9,731億円（27.8％）

現地小遣い
2兆3,487億円（33.1％）

パック費
7,089億円（10.0％）

7兆878億円（100.0％）

※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは……	 データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
	 ここでは、全体の上下合計0.5％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである
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図4	 1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり）※全国0.5％トリム平均
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図2	 宿泊旅行実施率（性・年代別）
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今
年
度
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
宿

泊
旅
行
実
施
率
（
１
年
間
に
１
回
で
も

宿
泊
旅
行
を
行
っ
た
人
の
割
合
）が
２

０
０
４
年
度
の
調
査
開
始
以
来
最
低
と

な
っ
た
こ
と
だ（
図
２
）。
過
去
に
最
も

実
施
率
が
低
か
っ
た
の
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
を
受
け
た
２
０
１
２
年
度

の
55
・
８
％
だ
が
、
今
年
度
は
そ
れ
を

も
下
回
っ
た
形
。
最
も
減
少
幅
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
前
年
度
比
３
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
の
シ
ニ
ア
女
性
で
、
10
年
前
の

２
０
０
６
年
度
と
の
比
較
で
も
13
・
６

ポ
イ
ン
ト
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

１
人
あ
た
り
の
平
均
旅
行
回
数
も
２
・

77
回
と
微
減（
表
１
）。
こ
の
た
め
、
実

施
率
×
平
均
旅
行
回
数
で
算
出
さ
れ
る

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
も
６
・
２
％
減
の

１
億
４
３
５
８
万
人
回
と
な
っ
た
。
旅

行
１
回
あ
た
り
の
平
均
宿
泊
数
を
見
る

と
連
泊
傾
向
は
上
が
っ
て
い
る
が
（
図

１
）、
実
施
率
や
旅
行
回
数
の
低
下
を

カ
バ
ー
す
る
に
は
至
ら
ず
、
延
べ
宿
泊

数
も
前
年
度
比
５
・
９
％
減
の
２
億
５

３
０
８
万
人
泊
と
な
っ
た
。

　

延
べ
宿
泊
数
の
減
少
に
伴
い
、
宿
泊

旅
行
の
費
用
総
額
は
前
年
度
比
９
・
０

％
減
と
大
き
く
減
少
、
国
内
旅
行
全
体

の
市
場
規
模
は
７
兆
８
７
８
億
円
に

（
図
３
）。
１
回
の
宿
泊
旅
行
に
か
か
っ

た
費
用（
図
４
）も
、全
体
で
マ
イ
ナ
ス

１
５
０
０
円
と
大
幅
減
。
パ
ッ
ク
旅
行

の
現
地
小
遣
い
は
４
０
０
円
と
や
や
増

え
た
が
、
パ
ッ
ク
費
は
マ
イ
ナ
ス
５
０

０
円
と
な
り
全
体
で
は
減
少
し
た
。

　

こ
う
し
た
縮
小
傾
向
の
一
因
と
し
て

は
、
昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
事
業
、『
ふ
る

さ
と
割
』終
了
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

九
州
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
支
援

の
た
め
、
最
大
70
％
を
割
引
く
『
九
州

ふ
っ
こ
う
割
』が
話
題
と
な
り
、
大
分

が
前
年
度
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
に
と

ど
ま
る
な
ど
善
戦
し
た
が
他
は
軒
並
み

減
。
旅
行
回
数
増
や
消
費
額
増
へ
の
刺

激
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
事
業
だ
が
、
課
題

も
残
し
た
と
い
え
そ
う
だ
。

連
泊
傾
向
は
や
や
上
昇
も

市
場
規
模
を
保
つ
に
は
至
ら
ず

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
２
年
を
も
下
回
る

55
・
８
％
と
な
り
、
調
査
開
始
以
来
最
低
の
水
準
に
。

１
回
あ
た
り
消
費
額
も
減
少
し
、
市
場
規
模
は
大
き
く
縮
小
し
た
。

ク
ー
ポ
ン
事
業
の
揺
り
戻
し
か
？

市
場
規
模
は
全
体
で
約
１
割
減

旅行市場
概観

201
7

約1万5000人を対象とした大規模国内旅行調査である『じゃらん宿泊旅行調査』。
今回は2016年4月〜2017年3月の旅行を対象とした調査の結果をご報告するとともに、

旅に関心のある層、ない層に分けた設問から、
業界としてアプローチするべき層を考えてみたい。

「関心がない人」は2割に迫る！
旅の「贅沢化」リスクとは？

『じゃらん宿泊旅調査2017』に
みる

“動かない層”
“動く層”

本調査の概要

調査名
じゃらん宿泊旅行調査2017

（2017年4月調査実施）

調査方法
インターネット（一般パネル）に
よる調査

調査内容
昨年度1年間（2016年4月～
2017年3月）の国内宿泊旅行

（出張・帰省・修学旅行などを除く）の
有無等［1次調査］と、その行き先、
回数、具体的な内容［2次調査］

調査対象サンプル数
全国20〜79歳の男女15,555件

（うち同居家族モニター41件、
旅行件数ベース30,831件）

集計・分析手法について
はじめに2016年10月1日現在の人口
推計 （総務省統計局発表）および1次
調査結果を用いて、全国の宿泊旅行
者の母集団を推計した。次に、2次
調査の集計・分析にあたり、推計さ
れた宿泊旅行者の母集団における都
道府県別、性・年代別構成比に基づ
いてウェイトバックを行い、構成比の
ずれを補正している。また、60歳以
上の登録モニター数が少ない県につ
いて、60歳以上の家族と同居してい
る登録モニターに代理回答を実施、
2次調査の調査対象として追加した。

16　September  201717 September  2017　



　

利
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ス
ト
３
は
今
年

も
変
わ
ら
ず（
表
２
）。
増
加
傾
向
に
あ

る
２
位
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
だ
が
、
逆

転
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
目
的
地
ま
で

の
交
通
手
段
（
一
次
交
通
）に
も
大
き

な
変
化
は
な
い
が
、
自
家
用
車
は
微
増
、

飛
行
機
は
微
減
と
な
っ
た（
表
３
）。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
す
べ
て
の

性
・
年
代
で
減
少（
図
５
）。
と
く
に
減

少
幅
が
大
き
か
っ
た
の
は
こ
こ
で
も
シ

ニ
ア
女
性
で
、
前
年
度
比
10
・
４
％
の

大
幅
減
、
過
去
10
年
間
の
人
口
の
増
減

割
合
と
旅
行
者
数
の
増
減
割
合
を
比
較

し
て
み
て
も
、
人
口
増
減
が
ほ
ぼ
横
ば

い
な
の
に
対
し
て
旅
行
者
は
マ
イ
ナ
ス

23
・
１
％
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る

（
図
６
）。
性
・
年
代
別
シ
ェ
ア
で
は
今

年
度
も
26
・
９
％
と
最
大
だ
が
、
シ
ニ

ア
女
性
の
こ
う
し
た
減
少
幅
の
大
き
さ

に
は
今
後
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

同
行
者（
図
７
）で
は
、調
査
開
始
以

来
増
加
し
続
け
た
一
人
旅
が
上
げ
止
ま

り
。
た
だ
し
性
・
年
代
別
に
見
る
と
、

ヤ
ン
グ
男
性（
前
年
度
28
・
８
％
）、
シ

ニ
ア
男
性（
同
19
・
２
％
）で
は
今
年
度

も
一
人
旅
は
増
加
し
て
い
る
。

　

旅
行
の
目
的（
図
８
）に
つ
い
て
は
、

食
、
温
泉
、
宿
の
ベ
ス
ト
３
が
今
年
度

も
不
動
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
こ
５
年
増
加
を

続
け
て
い
て
、
王
道
の
旅
が
支
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
数

は
少
な
い
が
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
芸
術

鑑
賞
」も
年
々
増
加
。
こ
こ
５
年
で
１
・

５
倍
近
く
に
ま
で
な
っ
た
。

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
を
性
・
年
代
別
に
見
る
と
シ
ニ
ア
女
性
が
大
幅
減
。

同
行
者
で
は
一
人
旅
が
調
査
開
始
以
来
初
め
て
上
げ
止
ま
り
と
な
っ
た
。

旅
の
目
的
で
は
、
食
、
温
泉
、
宿
と
「
旅
の
王
道
」へ
の
支
持
は
変
わ
ら
な
い
。

「
一
人
旅
」シ
ェ
ア
拡
大
が
一
段
落

ヤ
ン
グ
男
性
と
シ
ニ
ア
女
性
で
目
立
つ
旅
行
者
減

最
大
シ
ェ
ア
の
シ
ニ
ア
女
性
だ
が

減
少
幅
の
大
き
さ
に
要
注
意

旅の
スタイル

22.8
22.7
20.9

22.2 
22.0 
21.1 

22.5 
21.7 
21.2 

旅館
ビジネスホテル
リゾートホテル

ビジネスホテルは今年も続伸。2008年度には1位の旅館と10ポイン
ト差があったが、0.1ポイントまで迫った

16年度 15年度 14年度

表2	 宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

41.6
20.1
19.9

41.0 
20.4
19.6 

41.2 
19.9 
19.3

自家用車
飛行機
新幹線・特急列車

飛行機の内訳は、日本航空や全日空の飛行機15.9％、LCC3.3％、
その他飛行機0.9％。2013年度以来続いたLCCの伸びは一段落した

16年度 15年度 14年度

表3	 目的地までの交通手段（単一回答）
	 ※ベース：宿泊旅行件数

1

2

3

16年度 全体

15年度 全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

11年度 全体

10年度 全体

09年度 全体

08年度 全体

07年度 全体

図7	 宿泊旅行の同行者（単一回答）  ※ベース：宿泊旅行件数（単位：％）
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2.2

1.9

0.2

1.1

0.5

1.1

1.0

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

12.5 5.815.39.37.63.612.024.27.4

12.0 6.115.99.37.23.712.423.87.3

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

12.9 5.215.29.37.73.712.424.37.4

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

17.2 3.213.18.38.57.0 25.5 11.8 4.3

11.3 1.69.44.711.27.028.919.75.3

12.6 14.416.616.0 14.7 17.64.8 2.1

20.1 5.011.28.04.85.64.835.83.6

34.62.611.4 2.32.215.116.87.04.73.4

0.3

29.1 16.6 4.217.82.312.97.88.6

24.2 4.08.82.27.24.625.913.29.4

0.5

7,190万人（50.1%） 7,168万人（49.9%）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

男性 女性男女比

図5	 延べ宿泊旅行者数の構成（推計）

年齢比&男女比

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

3,172万人（20.7%） 3,951万人（25.8%） 8,190万人（53.5%）

2,976万人（20.7%） 3,754万人（26.1%） 7,627万人（53.1%）
1,984万人
（13.8%）

1,434万人
（10.0%）

1,543万人
（10.7%）

3,855万人
（26.9%）

3,772万人
（26.3%）

1,771万人
（12.3%）

3,097万人（21.4%） 3,533万人（24.4%） 7,874万人（54.3%）
1,864万人
（12.9%）

1,450万人
（10.0%）

1,648万人
（11.4%）

4,331万人
（29.9%）

3,543万人
（24.4%）

1,669万人
（11.5%）

3,316万人（21.3%） 3,889万人（24.9%） 8,394万人（53.8%）
2,038万人
（13.1%）

1,537万人
（9.9%）

1,779万人
（11.4%）

4,453万人
（28.5%）

3,941万人
（25.4%）

1,851万人
（11.9%）

3,245万人（21.5%） 3,804万人（25.2%） 8,061万人（53.4%）
1,553万人
（10.3%）

1,691万人
（11.2%）

2,028万人
（13.4%）

4,266万人
（28.2%）

3,795万人
（25.1%）

1,776万人
（11.8%）

20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

15年度

16年度

14年度

13年度

12年度

2,128万人
（13.9%）

1,545万人
（10.1%）

1,627万人
（10.6%）

4,301万人
（28.1%）

3,889万人
（25.4%）

1,823万人
（11.9%）

延べ宿泊旅行者
1億4,505万人

延べ宿泊旅行者
1億5,599万人

延べ宿泊旅行者
1億5,110万人

延べ宿泊旅行者
1億4,358万人

延べ宿泊旅行者
1億5,313万人

図8	 宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：宿泊旅行件数
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地元の
美味しいものを食べる

温泉や露天風呂

宿でのんびり過ごす

名所、旧跡の観光

まちあるき、都市散策

テーマパーク（遊園地、
動物園、博物館など）

買い物、アウトレット

友人、親戚を訪ねる

花見や紅葉などの
自然観賞

お祭りやイベントへの
参加・見物

ドライブ・ツーリング

スポーツ観戦や
芸術鑑賞（コンサート等）

アウトドア（海水浴、
釣り、登山など）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、テニスなど）

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

その他

16年度 15年度 14年度 13年度 12年度

6.7
6.9

6.2
6.6

34.3
35.1
35.5
35.6

5.3
6.2

5.5
5.4

29.3
30.3
30.3

31.2

27.9
28.1

27.6
27.8

17.8
17.7
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18.1

2.4
2.3
2.5
2.2

1.6
1.8
1.8
1.8

14.5
14.1

13.7
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1.4
1.3
1.3
1.4

6.1
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5.4
5.3

9.9
10.2

9.1
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33.7

32.8

5.334.0

6.336.5

5.2
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4.8
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14.5
14.2
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12.6 5.0
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13.3
13.3
12.7
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12.7

※人口増減割合については、
2006年度は「H18年10月1
日現在の人口推計」、2016
年度は「H28年10月1日現
在の人口推計」を使用

※差は四捨五入の前の数字
で計算しているため、見た
目と合わない場合がある

図6 人口の変化と旅行者数の変化 ※2006年度→2016年度
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都
道
府
県
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数

ラ
ン
キ
ン
グ（
表
４
）で
は
、１
位
の
東

京
都
、
２
位
の
北
海
道
は
変
わ
ら
ず
。

前
年
度
３
位
の
長
野
県
、
４
位
の
大
阪

府
に
代
わ
っ
て
静
岡
県
、
神
奈
川
県
が

順
位
を
上
げ
た
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
増

減
数
で
み
る
と
マ
イ
ナ
ス
。
旅
行
実
施

率
低
下
に
伴
う
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
減

の
影
響
は
大
き
い
。
増
加
率
ラ
ン
キ
ン

グ（
表
５
）を
見
て
も
、プ
ラ
ス
と
な
っ

た
の
は
上
位
８
県
の
み
で
、
９
位
以
下

は
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
。
ブ
ロ
ッ
ク
別

（
表
６
）で
も
関
東
→
東
海
以
外
は
ほ
ぼ

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

増
加
率
ト
ッ
プ
は
佐
賀
県
。
全
国
か

ら
ま
ん
べ
ん
な
く
来
訪
者
を
増
や
し
て

い
た
の
は
、
旅
行
者
が
震
災
を
理
由
に

近
隣
の
熊
本
や
大
分
を
避
け
た
結
果
か

も
し
れ
な
い
。
２
位
の
福
井
県
で
は
、

三
国
、
芦
原
と
い
っ
た
温
泉
地
に
カ
ニ

を
食
べ
に
行
っ
た
シ
ニ
ア
男
性
が
多
く
、

団
体
旅
行
か
ら
Ｏ
Ｔ
Ａ
へ
の
シ
フ
ト
に

よ
る
個
人
旅
行
客
の
増
加
も
考
え
ら
れ

そ
う
だ
。
茨
城
県
、
栃
木
県
の
増
加
に

は
、
東
日
本
大
震
災
関
連
で
の
旅
行
控

え
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
た
様
子
も
。

栃
木
県
で
は
改
修
を
終
え
た
日
光
東
照

宮
も
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
そ
う
だ
。

　

総
合
的
な
満
足
度
（
表
７

−

１
）で

は
、
昨
年
ま
で
に
引
き
続
き
沖
縄
県
が

ト
ッ
プ
。
そ
の
他
で
は
石
川
県
、
山
形

県
、
岐
阜
県
、
福
島
県
、
兵
庫
県
が
新

た
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
。
項
目
別
ラ
ン
キ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
表
７

−

２
の

各
表
に
添
え
た
コ
メ
ン
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
し
て
、
気
に
な
る
の
は
、
食
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
ア
ク
セ
ス
を
除
く

６
項
目
で
全
体
平
均
が
前
年
度
よ
り
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
こ
と
だ
。
す
べ
て
の
項

目
で
前
々
年
度
よ
り
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
を

果
た
し
た
前
年
度
に
対
し
、
こ
う
い
う

結
果
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
ク
ー
ポ

ン
事
業
終
了
の
影
響
が
あ
り
そ
う
だ
。

ク
ー
ポ
ン
で
安
く
旅
行
が
で
き
れ
ば
、

旅
行
者
に
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

よ
く
感
じ
ら
れ
、
満
足
度
も
上
が
り
や

す
い
。
一
方
で
、
そ
う
し
た
割
引
の
な

く
な
っ
た
２
０
１
６
年
度
は
、
多
く
の

項
目
で
旅
行
者
の
評
価
が
シ
ビ
ア
に
な

っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

８
県
を
除
く
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
延
べ
宿
泊
旅
行
者
減
。

総
合
満
足
度
は
前
年
度
と
同
水
準
だ
が
項
目
別
満
足
度
は
低
下
気
味
。

考
え
ら
れ
る
、
今
年
な
ら
で
は
の
背
景
と
は
？

全
国
的
な
縮
小
傾
向
の
影
響
を
受
け
、

多
く
が
宿
泊
旅
行
者
減
、満
足
度
で
も
苦
戦

縮
小
傾
向
の
市
場
に
お
い
て

評
価
を
上
げ
た
地
域
は
あ
る
？

都道府県別ランキング

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

52.7 
39.9 
38.6 
31.7 
30.9 
29.6 
27.4 
26.8 
25.6 
25.0 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
和歌山県
大阪府
長崎県
大分県
三重県
栃木県
静岡県
福井県

第 位1

トップ3は9年間変わらぬ不動の3県
トップ3は、テーマパークや動物園・水族館、海遊び
などの強みを持つ3県。今回6位に入った大分県では
別府が人気で、動物園や水族館、温泉プールのほか

「地獄めぐり」も評価された。9位の静岡県ではテーマパ
ークや鉄道、海水浴のほかいちご狩りも人気を博した。

23.1%全体平均（前年度23.4%）

現地で良い観光情報を
入手できた都道府県

46.4 
41.0 
36.5 
34.9 
34.2 
34.1 
33.8 
33.5 
32.6 
32.6 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

9

沖縄県
京都府
奈良県
長崎県
島根県
高知県
北海道
愛媛県
富山県
鹿児島県

第 位1

富山県、鹿児島県がトップ10入り
ホテルや観光案内所ではパンフレットで情報を得るほ
か、スタッフも重要な情報源になっている様子。土産
物店、飲食店スタッフも貴重な情報減となっているほ
か、地元在住者から直接情報を得ているケースもあっ
た。2位の京都府ではタクシー運転手も多く挙がった。

26.9%全体平均（前年度27.5%）

表7-2	 項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

魅力的な宿泊施設が
多かった都道府県

65.6 
60.3 
51.9 
51.5 
50.5 
50.0 
49.5 
49.5 
49.2 
49.0 

%
2

3

4

5

6

7

7

9

10

大分県
沖縄県
岐阜県
山形県
北海道
石川県
千葉県
和歌山県
愛媛県
栃木県

第 位1

温泉旅館の大分県、ニーズに応える栃木県
2年連続で1位の大分県は、由布院温泉や別府温泉な
どの有名宿泊施設が名指しで評価された。一方2位の
沖縄県は民宿も人気。ベスト3入りの岐阜県では、下
呂や奥飛騨などの温泉宿、10位の栃木県では温泉宿、
家族向け、ペンションなど多様な形態の宿が挙がった。

42.4%全体平均（前年度42.7%）

現地へのアクセスが
良かった都道府県

64.6 
63.0 
61.5 
61.2 
61.1 
58.7 
55.6 
53.2 
52.2 
51.4 

%東京都
神奈川県
福岡県
京都府
大阪府
兵庫県
愛知県
千葉県
栃木県
山梨県

第 位1

千葉県、栃木県、山梨県がランクイン
上位6位までの顔ぶれは、多少の上下はあるものの基
本的に同じ。東京都、愛知県、大阪府、福岡県と、交
通の便のよい都市部が順当にランクインした。その
他、栃木県や山梨県など首都圏から比較的短時間で
到着できるエリアも高評価。スコアも全体的に高め。

49.1%全体平均（前年度48.6%）

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

54.2 
52.5 
52.0 
47.2 
45.2 
43.6 
42.0 
41.8 
41.7 
41.1 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
京都府
千葉県
長崎県
大阪府
三重県
大分県
北海道
島根県
長野県

第 位1

各種アクティビティは大人にも人気
沖縄県のマリンアクティビティは大人にも人気。バー
での飲食も評価された。2位にランクアップした京都
府では、神社仏閣、祇園などの古い町だけでなく、近
代的な京都駅周辺も高評価。温泉で有名な大分県、
アウトレットやスノー、ゴルフで人気の長野県も入った。

38.6%全体平均（前年度39.5%）

地元の人のホスピタリティを
感じた都道府県

47.4 
38.9 
36.5 
33.9 
32.9 
32.5 
31.3 
30.0 
29.7 
29.4

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
鹿児島県
高知県
山形県
岩手県
熊本県
福島県
京都府
北海道
長崎県

第 位1

コミュニケーションのシーンがカギ
「声をかけてもらえた」「店員と話し込んだ」など地元の
人とのふれあいが多く挙がったのが1位の沖縄県。2
位の鹿児島県は「地元愛が感じられる」「鹿児島弁で接
してくれた」などご当地らしさが評価された。4位の山形
県は宿泊施設の従業員に関するコメントが多い。

24.4%全体平均（前年度24.4%）

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった都道府県

49.9 
48.0 
40.7 
32.1 
31.0 
28.9 
28.7 
26.5 
25.6 
25.1 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

千葉県
沖縄県
大阪府
東京都
長崎県
北海道
和歌山県
三重県
神奈川県
大分県

第 位1

テーマパークやアクティビティで評価
有名テーマパークが圧倒的人気を誇る千葉県、海のア
クティビティほか街での買い物、島めぐりなども人気
が高い沖縄県、テーマパークにお笑いライブや食べ歩
き、ショッピングで評価されている大阪府というトップ
3は2005年以来不動。10位に大分県が初ランクイン。

25.1%全体平均（前年度25.8%）

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった都道府県

80.8 
78.1 
75.9 
73.7 
72.7 
71.4 
71.0 
70.7 
69.9 
69.4 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

高知県
石川県
北海道
沖縄県
福井県
山形県
富山県
広島県
大分県
香川県

第 位1

食への期待に応えた高知が首位奪還
連覇→前年度7位の高知県が1位に返り咲き。選んだ
理由のうち「そこならではの食・特産品に興味があった
から」でも1位となっていて、食を求めて訪れた旅行者
の期待に応えた形となった。カニで人気の福井県（5
位）のほか、6位の山形県、9位の大分県も新登場。

59.0%全体平均（前年度59.0%）

魅力的のある特産品や土産物が
多かった都道府県

68.7 
65.0 
64.9 
64.0 
63.8 
59.3 
59.2 
58.0 
57.3 
56.0 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄県
石川県
京都府
北海道
高知県
長崎県
鹿児島県
広島県
愛媛県
山形県

第 位1

決め手は独自色？沖縄が12年連続1位
1位はちんすこう、泡盛、シーサーなど独自色の強い土
産物が人気の沖縄県。2ランクアップして2位に入った
石川県では海産物、金箔や和菓子、九谷焼などが支
持された。8位にランクインした広島県ではもみじ饅頭
や牡蠣などに加え、レモンやカープグッズも挙がった。

48.1%全体平均（前年度48.8%）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

表7-1 総合的な満足度の高かった都道府県

92.0 
89.9 
88.2 
87.8 
86.9 
86.6 
86.1 
85.3 
84.9 
84.8 

%
2

3

4

5

6

7

8

9

10
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82.4%全体平均（前年度82.3%）

表4	 都道府県別延べ宿泊旅行者数
	 ランキング
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表5	 都道府県別延べ宿泊旅行者数
	 増加率ランキング
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（単位：万人）

全体増減のうち-100万人以上の項目にオレンジの網掛け、ブロック別増減のうち+30万人以上の項目に濃オレンジの網掛け、-30万人以上のも
のにオレンジの網掛けをした
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表6	 居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（15年度→16年度）
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今
回
の
調
査
で
新
た
に
聞
い
て
み
た

の
が
回
答
者
の
旅
行
意
識
だ（
図
９
）。

　

全
体
で
見
る
と
「
旅
行
は
最
も
大
切

な
趣
味
」と
い
う
人（
Ａ
）は
13
・
４
％
、

「
旅
行
は
趣
味
の
ひ
と
つ
」と
い
う
人

（
Ｂ
）が
最
多
の
47
・
９
％
、「
旅
行
は
人

か
ら
誘
わ
れ
れ
ば
行
く
」と
い
う
人（
Ｃ
）

が
22
・
１
％
、「
旅
行
に
は
特
に
関
心
が

な
い
」人（
Ｄ
）が
16
・
６
％
。
２
割
弱

が
そ
も
そ
も
旅
行
に
関
心
が
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
性
・
年
代
別
に

見
る
と「
旅
行
は
趣
味
」と
い
う
人（
Ａ

＋
Ｂ
）は
女
性
、
と
り
わ
け
ヤ
ン
グ
、

ミ
ド
ル
女
性
に
多
い
。
旅
行
意
識
の
高

低
は
実
施
率
と
も
相
関
が
み
ら
れ
、
Ａ

層
で
は
85
・
６
％
が
旅
行
を
し
て
い
る

の
に
対
し
、
Ｄ
層
で
は
わ
ず
か
９
・
０

％
に
と
ど
ま
っ
た（
図
10
）。

　

各
層
が
行
き
た
い
旅
行
（
表
８
）に

つ
い
て
は
、
層
ご
と
の
大
き
な
差
は
見

ら
れ
ず
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
項
目
が

上
位
に
並
ぶ
。た
だ
し「
行
き
た
い
」と

答
え
た
人
の
率
に
は
大
き
な
差
が
出
た
。

す
べ
て
の
層
で
最
多
の
「
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
旅
行
」で
比
較
す
る
と
、

Ａ
層
で
は
約
８
割
が
行
き
た
い
と
答
え

た
の
に
対
し
、
Ｂ
層
は
６
割
弱
、
Ｃ
層

は
３
割
弱
、
Ｄ
層
に
至
っ
て
は
１
割
に

も
満
た
な
い
。
Ｃ
層
・
Ｄ
層
で
は
表
８

で
緑
に
塗
っ
た
項
目
の
よ
う
に
従
来
の

旅
と
は
異
な
る
志
向
も
見
ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
出
現
率
は
非
常
に
低
く
、
こ

う
し
た
点
を
訴
求
し
て
こ
の
層
を

動
か
す
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

実
は
、
旅
行
意
識
の
高
い
層
ほ

ど
世
帯
年
収
が
高
い
と
い
う
傾
向

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
図

11
）。
実
施
率
と
の
関
係
で
も
、
旅

行
実
施
者
ほ
ど
世
帯
年
収
が
高
く

（
図
12
）、
さ
ら
に
過
去
３
年
の
デ

ー
タ
比
較
で
は
、
旅
行
実
施
者
の

世
帯
年
収
が
年
々
上
昇
傾
向
（
図

13
）。
旅
行
は「
贅
沢
な
趣
味
」と

な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
な
る

と
無
関
心
層
を
動
か
す
の
は
ま
す

ま
す
難
し
い
。
当
面
は
ま
ず
旅
行

意
識
の
高
い
Ａ
・
Ｂ
層
に
向
け
て

集
中
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
旅
の
魅
力
を
訴

求
し
て
旅
に
連
れ
出
す
こ
と
、
そ

の
う
え
で
、
彼
ら
を
リ
ピ
ー
タ
ー

化
し
、
無
関
心
層
を
旅
に
誘
い
出

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
市
場
拡
大

に
向
け
た
効
率
的
な
方
法
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

将
来
的
に
は
、
旅
行
者
が
旅
に
求
め

る
も
の
も
変
化
し
て
い
く
可
能
性
は
あ

る
。
２
０
１
２
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

「
新
し
い
旅
の
兆
し
」調
査
か
ら
、「
意

識
し
た
」率
の
増
え
た
項
目
を
抜
き
出

し
て
み
る
と（
表
９
）、
と
き
に
は「
予

算
オ
ー
バ
ー
」を
許
容
し
、「
予
期
せ
ぬ

出
来
事
」や「
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」行

き
先
を
求
め
る
姿
や
、「
何
度
も
訪
れ

て
い
る
」場
所
や「
移
住
」を
見
据
え
た

旅
な
ど
、
も
う
一
つ
の
居
場
所
を
求
め

る
姿
も
見
て
取
れ
る
。
今
後
の
価
値
観

の
変
化
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
注
視

し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
宿
泊
旅
行
実
施
率
ア
ッ
プ
に
は
、
誰
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
か
も
重
要
。

そ
も
そ
も
旅
行
に
行
く
意
欲
が
あ
る
＝
動
く
層
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？

ま
た
そ
の
層
は
、
旅
行
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
み
た
。

無
関
心
層
の
開
拓
よ
り
関
心
層
の
旅
行
促
進

糸
口
に
な
る
の
は「
王
道
の
旅
」

「
旅
行
好
き
」に
集
中
し
て

情
報
発
信
を
行
う
の
が
先
決

TOPICS

結局誰が
動くのか？

表9	「新しい旅の兆し」調査で「意識した」率の増えた項目トップ5
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年度の差
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3.0

旅行先でやりたいことがあれば、
多少予算がオーバーしてもやる※1

何度も訪れている宿や飲食店を選ぶ

将来の移住やライフスタイルの
参考になりそうな旅をする※2

旅先での予期せぬ出来事を楽しむ

一度も行ったことがない宿や飲食店を選ぶ

%%%

「強く意識して、実施した」「意識して、実施した」「意識したが、実施しなかった」の合計
※1	13年度までは「多少予算がオーバーしても、自分のやりたいことをやる」
※2	13年度までは「将来のライフスタイルの参考にするために、地域の人と触れ合う旅行をする」

図12	旅行実施有無別の世帯年収分布（単一回答） ※ベース：1次調査回答数（単位：％）
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図13	旅行実施者の世帯年数分布（単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数（単位：％）
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第 位1

旅行は人から誘われれば行く

表8	 旅行意識別「行きたい旅行」※ベース：全体、複数回答、「すぐに行きたい」「１年以内に行きたい」の小計
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図10	旅行意識別旅行実施有無（単一回答）※ベース：1次調査回答数
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図9	 性・年代別旅行意識（単一回答）※ベース：1次調査回答数
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図11	旅行意識別の世帯年収分布（単一回答） ※ベース：1次調査回答数（単位：％）
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